
マイアンサーカード 

（様式） 

授業改善の工夫 自分の考えを整理・深化させる活動の工夫 

 

国語科 学習指導案 第３学年 

単 元 名 小説 「山月記」 中島敦（東京書籍） 

単元のねらい 
 登場人物の心情を表現に即して把握し，主人公の内面と苦悩について考える

ことができる。 

単元の流れ 

「山月記」（総時数１４時間） 

第１時  

本文の通読，語句の意味調べをする。 

第２時  

第一段落を読み，李徴の人物像を捉える。 

第３～４時 

 李徴が虎になった経緯を読み取り，李徴の自己受容の過程を理解する。 

第５～１０時 

 ・李徴の告白から，自分の行いに対する後悔や詩作への執着を読み取る。 

・李徴の即興の詩を読み，虎となった李徴の心情を解釈する。 

・作者の表現の工夫について考察する。 

第１１時 

 ・「人虎伝」のあらすじを読み，「山月記」と比較する。 

 ・問いに対する自分の考えを「マイアンサーカード」を用いて整理する。 

第１２時 

 ワールド・カフェの活動を行う。【事例有】 

第１３時 

 自分の考えの再構築を行う。 

第１４時 

 全体のまとめをする。 

準 備 物 
教科書，ノート 

模造紙，マジックペン，タイマー（ＩＣＴ機器で代用可） 

 

本時のねらい（第１２時） 

ワールド・カフェの活動を通して，他者の考えを受容しながら，交流によって新たな視点を獲得し，

自分の考えをより確かで説得力のあるものに変容させたり深めたりすることができる。 

生徒に示す本時のねらい 

 「作者は『山月記』で，虎となった李徴を通して何を描きたかったのか。」という問いについて，ワ

ールド・カフェの手法を通して自分の考えを広げたり深めたりしよう。 

 



タイムテーブル 

カフェ・エチケット 

学習過程 

段

階 
学習内容・生徒の活動 

時間 

(分) 
◇指導上の留意点◆評価 

導 

入 

１ 前時までの学習内容を振り返り，本時の

ねらいを確認する。 

３ ◇ 前時に学習した内容と，ワールド・カ

フェの活動について確認させる。 

展 
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［発問］ 

「作者は『山月記』で，虎となった李徴を通

して何を描きたかったのか。」 

２ ワールド・カフェの活動をする。 

【ポイント】 

① 第１ラウンドを行う。 

・自分の考えを模造紙に書く。 

・その場で思いついたことをさらに模造紙

に書き，話合いを行う。 

～移動～ 

司会者以外のメンバーは，他のグルー

プに移動する。 

 

② 第２ラウンドを行う。 

・司会者は模造紙を参照しながら新たな参

加者にこれまでの経緯を説明する。 

・模造紙に書き込みながら，これまでと重

ならない考えを話す。 

～移動～ 

司会者を残し，元のグループに戻る。 

 

③ 第３ラウンドを行う。 

・司会者がこれまでの経緯を説明する。 

・戻ってきた者→司会者の順で１回目に出 

てきていない考えを話す。 

 ・模造紙にメモしながら，最終的に自分が 

納得できる考えを導き出す。 
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◇ タイムテーブルとカフェ・エチケット

をスクリーンに表示し，活動の仕方を

確認させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 対話活動の中では，批判的なことを言

わないように注意を促す。 

◇ 他のグループに行く際は，アイディア

を持ち帰ってくることが大切であると

助言する。 

◆ 他者の考えを受容し，問いについて考

えようとしている。【関心・意欲・態度】

（行動の観察） 

◆ ワールド・カフェの活動を通して，自

分なりの考えを他者と交流させ，考え

を広げたり深めたりしている。【読む能

力】 

（模造紙への記述の確認・行動の観察） 

ま

と

め 

３ 次回の授業についての見通しをもつ。 ２ ◇ 次回は，全体共有を行った後，考えの

再構築を行うことを確認する。 

 


